
 

 

  

 

 

 

 

幼児教育研究協議会（長崎県委託）が開催されました！ 

御堂青い実幼児園   １０月２８日 於：アルカス佐世保 

「小学校との円滑な接続を目指して～遊びの

中で教え合う、学び合う～」がテーマでした。

これまでの「交流」から「連携」へ意識を変

え、３つの資質・能力をつないでいくための取

組がわかる研究内容でした。多くの成果や課題

と対応策があがりましたが、 

・互いに目指す子ども像や課題を共有できた 

・小学校へ出向きやすくなった 

この２点は、幼保小連携の基礎づくりとして、

大事な成果となりました。 

協議では、そもそも連携の意義や子ども主体

の幼児教育をどう伝えるかなど、活発に意見交

換がなされました。 

・受け身にならず、幼児教育側からのアプ 

ローチを今まで以上にしていきたい。 

 ・横（幼児教育施設同士）のつながりも今後 

はしていきたい。 

といった、前向きな意見が多くありました。

「職員同士の交流する時間がない」「園に来て

もらうことが少ない」など、課題が多い幼保小

連携ですが、各園や小学校区でも「互いの教育保育を理解する」ための具体的な一歩を踏み

出してほしいと思います。 

 

新規採用、中堅研修！ 

 
10月 23日に新規採用と中堅（11～15年目）の先生方対象の研修会が大村のミライ on

図書館で開催されました。研修内容の１つに中堅の先生方（メンター）と新規採用の先生

（メンティー）が日頃の保育についての悩みや相談をする時間があり、大変有意義な時間と

なりました。 

メンター、メンティーの交流はありませんが、今回の内容を基本としたオンライン研修を

１２月に開催いたします。先日、開催案内を発出しておりますので、貴園に対象の先生がい

らっしゃれば、ぜひ、参加をご検討ください。 

長崎県幼児教育センターだより    

Ｎｏ．２０       ２０２５．１１．４ 

 

 



 

 

幼保小連携実態調査ありがとうございました 

 
R6実績の調査へのご協力ありがとうございました。県が指標にしている「幼保小との交

流に向けた職員同士の協議の実施率」（目標値 90％）は 67.5％でした。交流活動はあって

も、その前後に協議がもてないという園も多くあるということもわかりました。 

今後も、子どもの育ちをつなぐ連携のために、先生方同士も顔見知りになることからはじ

め、交流活動の充実を目指していってほしいと思います。そのために、交流活動の前後に職

員同士の協議の時間を確保することが大切になってくると思います。来年度の年間予定に交

流活動と、職員同士の協議を位置付けるような働きかけをしてみてはいかがでしょうか。 

 

令和７年度長崎県保育士等キャリアアップ研修 二次募集のお知らせ 
 

二次募集期間：令和７年 10月 27日から 11月 10日（最終日の申込期限は 17時） 

詳細は県ホームページ（ 処遇改善等加算（区分３）に係る研修（保育士等キャリアアッ

プ研修、実施機関の指定、実施主体の認定など） | 長崎県 ）をご覧ください。  

（文責：高田 敦） 

幼児教育アドバイザー訪問支援の感想より 

  

正直な気持ちを感想に書いていただきました。誰でも初めてのことには緊張します。でも、一度訪問支

援を受けてみると、その良さを実感していただけます。 

 

 出かけて行く研修は、一度に数名しか受けられませんが、訪問支援なら園にいながらにして、一

度に複数の方に受けていただくことができます。また、一般論ではなく、自園の保育について具体

例を基に、保育における大切なことを共通理解することができます。 

 まだ訪問支援を受けたことがない園は、一度試してみられませんか？  （センター長 室野） 

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-hoken/kosodateshien-shoshikataisaku/career-kosodateshien-shoshikataisaku/
https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-hoken/kosodateshien-shoshikataisaku/career-kosodateshien-shoshikataisaku/

